
令和6年 年 4 月 26 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：餃子の専門店福吉 餃子の形を保つことに時間を費やす分、目標としている

活動日程：2023年6月6日、9日、14日 個数に届かないことで様々な工夫をされていました。

利用者数：1人 実習担当の職員の方と許容される程度の形を確認し

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要 機械を使用する手の動きもルーティンを決めることで

餃子の専門店への企業実習。機械を使用しての餃子の製作 少しずつスピーディに多くのぎょうざを作れるようになっ

量産をして頂く。 ておられました。

＜目的＞

得意な作業である同じ工程の繰り返しという仕事を経験し

ながら、苦手意識のある速度の向上に努めていけるよう

企業での実習を行っていただいた。実習を通じて一般就職

へ向かう活力にして頂く。

＜成果＞

実施した結果：苦手なもの事への乗り超え方を考えるきっかけを得ることができた

得られた成果：一般就職で求められている仕事の速度に到達するための工夫を得た。

一つ一つの作業が丁寧で餃子もとてもきれいに作れていました。速度や数をこなすのは慣れであるため

続けていけば目標の個数に到達すると思います。始めは丁寧にすることの方が大切なので丁寧を続けて

速度を上げていけば良いと思います。障がい特性については支援機関の方と話合い、安心できる環境で

仕事をして貰える様になればと思います。

課題：質問や指示を仰ぐタイミングや相手がわからず混乱を伴うことが

あった

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 就労継続支援事業所ビハーラ十条 事業所番号 2610581692

住　所 京都府京都市南区吉祥院南落合町40-4 管理者名 河田一樹

電話番号 075-634-4558 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携先企業（担当者） 餃子の福吉(井上大貴)

利用者からの意見・評価

餃子を包む機械を使うのは初めてでしたがとても楽しかった。一つ一つの工程に時間が掛かるので決められた時間にたくさん

餃子を作るのは難しい。手の動きが遅いのと形の崩れがどのあたりまで許されるのか分からず手間取ってしまった。仕事内容

は楽しかったのでまた頑張っていきたい。

様式２


